
つ
の
組
織
を
あ
象
だ
し
て
い
た
こ
と
が
早
急
な
栽
培
成
功
の
原
因
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
瀬
戸
市
）

医
学
教
育
の
中
で
「
医
学
概
論
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
医
学
教

育
者
間
で
十
分
な
検
討
を
行
っ
た
と
い
う
実
績
は
な
い
。

全
国
七
九
大
学
の
う
ち
、
医
学
概
論
を
教
科
と
し
て
採
用
し
て
い

る
の
は
五
四
大
学
、
う
ち
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
単
位
、
授
業
時
数

等
を
明
記
し
て
い
る
の
は
三
六
大
学
で
あ
る
。
ま
た
七
九
大
学
の
う

ち
、
医
史
学
を
教
科
と
し
て
正
規
に
組
入
れ
て
い
る
の
は
、
六
大
学

に
す
ぎ
な
い
。

演
者
は
昭
和
五
十
四
年
以
来
、
医
学
概
論
を
担
当
し
て
い
る
。
授

業
期
間
は
第
一
学
年
の
一
年
間
で
、
毎
週
一
回
九
十
分
間
、
三
十
コ

マ
で
あ
る
。
講
義
は
、
医
学
史
を
中
心
と
し
て
過
去
、
現
代
、
未
来

に
及
ぶ
医
学
医
療
の
発
達
を
基
盤
と
し
て
、
基
礎
医
学
、
臨
床
医
学

の
入
門
を
説
く
と
と
も
に
、
医
の
倫
理
に
つ
い
て
認
識
さ
せ
る
よ
う

努
め
て
い
る
。
し
か
し
、
学
生
達
は
医
学
概
論
に
つ
い
て
、
ど
れ
ほ

ど
関
心
を
示
し
た
か
、
そ
の
客
観
的
成
果
を
う
る
こ
と
は
容
易
で
は

ヒ
ボ
ク
ラ
テ
ス
の
木
と
体
験
学
習

寺
畑
喜
朔
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な
い
。と

こ
ろ
で
、
医
学
概
論
の
第
一
講
の
主
題
は
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の

木
」
で
、
こ
の
木
の
由
来
を
解
説
し
つ
つ
古
代
医
学
の
特
徴
を
示

し
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
に
対
す
る
理
解
を
求
め
る
こ
と
を
眼
目

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
例
年
夏
期
に
は
医
学
概
論
の
指
定
テ
ー
マ
を

与
え
、
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
主
眼
は

講
義
一
辺
倒
に
よ
る
教
育
効
果
は
期
待
が
薄
く
、
体
験
学
習
に
よ
る

成
果
を
望
む
と
こ
ろ
に
あ
る
。

今
回
は
、
緒
方
富
雄
博
士
編
の
「
日
本
に
あ
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の

木
総
ざ
ら
え
」
（
け
ん
さ
第
十
四
巻
、
第
二
号
、
一
九
八
四
）
を
資
料
と

し
て
、
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
を
た
づ
ね
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
。

日
本
に
お
け
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
は
、
⑪
篠
田
株
（
一
九
五
三

年
、
原
木
↓
球
状
果
↓
実
生
・
篠
田
総
合
病
院
）
、
⑨
蒲
原
株
（
一
九
六
九

年
、
原
木
↓
球
状
果
↓
実
生
・
新
潟
大
学
医
学
部
）
、
③
緒
方
株
（
一
九
七

二
年
、
ア
テ
ネ
国
ぐ
画
畠
の
房
日
○
ぃ
病
院
ｐ
ｏ
ｘ
国
匿
い
病
院
長
か
ら
原
木
の
若

木
・
東
京
大
学
医
学
部
図
書
館
）
、
側
赤
十
字
株
（
一
九
七
七
年
、
日
本
赤

十
字
社
創
立
百
年
の
記
念
植
樹
と
し
て
ギ
リ
シ
ャ
赤
十
字
社
よ
り
苗
木
贈
ら

る
・
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
、
日
赤
本
社
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

本
学
学
生
が
訪
ね
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ

〉
（
》
○

①
篠
田
株
、
篠
田
総
合
病
院
、
社
団
法
人
岐
阜
精
神
病
院
、
菅
原

病
院
（
後
述
）

⑨
蒲
原
株
、
新
潟
大
学
医
学
部
、
聖
マ
リ
ァ
ン
ナ
医
科
大
学

⑧
緒
方
株
、
東
京
大
学
医
学
部
図
書
館

側
赤
十
字
株
、
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
、
日
赤
本
社
の
ほ
か
、
大

阪
、
京
都
、
名
古
屋
第
一
、
福
井
、
静
岡
、
広
島
、
高
松
、
山
口
、

前
橋
、
足
利
、
大
田
原
、
諏
訪
、
深
谷
、
小
川
の
各
赤
十
字
病
院
、

大
学
関
係
で
は
日
本
大
学
医
学
部
、
東
京
医
科
大
学
、
帝
京
大
学
医

学
部
、
滋
賀
医
科
大
学
、
宮
崎
医
科
大
学
、
九
州
歯
科
大
学

以
上
、
学
生
が
訪
ね
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
を
も
つ
施
設
を
ゑ
る

と
、
学
生
ら
の
実
家
の
地
理
的
関
係
か
ら
東
京
大
学
（
九
名
）
、
大
阪

赤
十
字
（
十
六
名
）
、
福
井
赤
十
字
（
八
名
）
に
集
中
し
た
傾
向
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
第
二
学
期
の
始
め
、
演
者
は
総
括
し
て
再
度
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
の
木
に
つ
い
て
講
義
す
る
こ
と
と
な
り
、
結
果
と
し
て
、

全
国
に
分
布
す
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
の
主
要
株
に
つ
い
て
、
学
生

ら
は
間
接
に
認
識
す
る
成
果
が
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
、
菅
原
和
彦
（
学
生
）
の
父
菅
原
和
夫
氏
（
秋
田
県
本
荘
市

菅
原
病
院
長
）
が
育
成
し
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
の
由
来
に
つ
い
て
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白
に
な
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

紹
介
す
る
。

「
篠
田
秀
男
博
士
よ
り
篠
田
株
四
号
が
岐
阜
精
神
病
院
（
創
立
五

十
周
年
記
念
）
に
贈
ら
れ
た
。
菅
原
氏
の
師
で
あ
っ
た
故
山
村
道
雄

病
院
長
（
元
弘
前
大
学
精
神
科
教
授
）
よ
り
昭
和
五
十
七
年
三
月
、
『
こ

れ
か
ら
先
も
患
者
の
た
め
の
医
療
を
心
が
け
る
よ
う
に
、
寒
気
が
き

び
し
く
と
も
秋
田
だ
と
育
つ
だ
ろ
う
」
の
言
葉
を
添
え
て
贈
ら
れ

た
」
、
木
は
年
々
生
長
し
、
現
在
直
径
十
五
糎
程
度
ま
で
生
育
し
た

と
い
う
。
そ
し
て
、
本
年
八
月
末
、
演
者
に
菅
原
株
第
一
号
が
届
け

ら
れ
た
。
新
芽
を
も
っ
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
は
近
々
大
学
の
構
内

に
地
植
え
す
る
こ
と
と
し
、
第
一
学
年
の
学
生
全
員
に
、
こ
の
由
緒

あ
る
木
の
発
育
を
見
守
る
よ
う
指
示
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
ヒ
ポ
ク
テ
ラ
ス
の
木
が
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
ど

の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
調
査
し
た
が
、
赤
十
字
病
院

の
多
く
は
、
創
立
百
年
記
念
の
植
樹
の
意
義
だ
け
が
強
く
残
り
、
そ

の
由
来
が
不
鮮
明
で
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
影
は
薄
か
っ
た
と
、
学
生

ら
は
報
告
し
て
い
る
。
一
方
、
東
京
大
学
を
訪
ね
た
学
生
は
、
緒
方

博
士
の
文
（
日
本
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
、
学
士
会
会
報
第
七
三
○
号
、

一
九
七
六
）
の
写
し
を
贈
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
植
樹
の
意
義
が
明

北
陸
地
方
で
は
、
福
井
赤
十
字
病
院
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
が
唯

一
で
あ
る
。
こ
こ
で
篠
田
株
が
加
わ
り
、
将
来
、
蒲
原
株
、
緒
方
株

の
寄
贈
を
う
け
て
、
北
陸
に
お
け
る
医
道
の
高
揚
の
た
め
、
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
の
木
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
金
沢
医
科
大
学
）
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